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龍谷大学に農系の学部を創ろうと思っているのだが、相談にのって欲しいと連絡を受けたのは、
2014 年のことでした。わたしは当時、京都大学大学院の農学研究科の教授でした。専門分野は、
農学原論といいます。農学の発展の歴史を抑えながら、科学としての農学がどのように進むべきか
を考える専門分野でした。龍谷大学とは、すでにご縁がありました。京都大学に赴任する前に、龍
谷大学の国際文化学部（現：国際学部）の創設時の教員として、龍谷大学に四年間勤めていたから
です。 
 龍谷大学の国際文化学部は、瀬田キャンパスにあり、外国籍の教員が半数を占めている自由な学
部でした。わたしは、国際文化学部の雰囲気と教員の先生方が、とても気に入っていました。 

京都大学の大学院では、主に研究者の養成に励んでいましたが、龍谷大学の執行部から、上記の
ような相談がありました。わたし自身は、全国の大学の農学部のあり方に少なからぬ疑問を持って
いましたので、思い切ってご提案を受けることにしました。 
 

 新しい学部を創設するとなると、その学部を創設することの理念が必要となってきます。わたし
にご相談がある前に、龍谷大学の執行部でどのような議論があったのかは、よく知りません。新し
い理系の学部を創設したいこと、それも瀬田キャンパスの地で農学系の学部にしたいと考えている
との、説明を受けました。国際文化学部の深草キャンパスへの移転も、すでに決まっていたようで
した。 
 わたしは、まずどのような学部を創ろうとしているのか、その理念づくりに取り組みました。 
 それまで執行部やその意を受けた部署や大学創設のコンサルタント会社で議論されたこととし
て伝えられたのは、どのような学部であれば学生が集まり、また経営的にも問題がないか、龍谷大
学の全体の中ではどのような分野が欠けており、その分野の増設により総合大学としてどのような
大学になり得るのかという視点からの議論だったようです。 
 わたしは、思い切って「農学部」を創るのがいいと、提案させていただきました。生命科学系の
学部ではなくて、「農」を冠した学部にすべきだと。 
 実は、2000 年代に入って、全国の国公立の大学の農学部は、こぞって農という名前を外し、「生
命科学部」や「生物資源学部」に名前を変えていたからです。その理由は、二つあります。一つは、
「農」という名前が時代遅れでかっこうが悪いのではないかという思い込み、もう一つは、農学が
細分化しすぎて、農学の先生がその中の一部分である生命科学やバイオ・テクノロジーの専門家に
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なり、「農学」から「バイオ」科学へ変換することによって国の予算を容易に獲得できると考えた
時代であったことです。歴史のある名門大学では「農」の看板を降ろしませんでしたが、地方の国
公立大学では、「生物資源学部」や「生命科学部」が急増しました。 
 わたしは、そのことを疑問に思っていました。「農」ではかっこうが悪いと思われていたのは、
農学部を出ると農家になると考えられていたからです。わたしは、そうではありませんでした。ま
た、農を位置づけるのに、農家だけを考えていてはいけない。国民全体、あるいは人類全体の食の
ことを考えなければならない。食を支えるのが、「農」である。したがって、農学部というのは、
人類全体の食に直接かかわっている学問だという点です。「農学部」を「農家」のための学問から、
人々の「食」を支える「農」の学部にする必要があろうと、考えました。 
 第二に、生命の問題があります。生命の本質を、食と農を通じて考える学部を創ってはどうかと。
龍谷大学は仏教系の大学です。その中で考えられるのは、生命の営みであり、生の問題であり死の
問題です。しかも、ただ人類だけではなく、すべての生物にとっての生と死の問題を考えてみると
ころに、龍谷大学の特色があると教わりました。 
 それならば最も身近な食の問題から、人間だけでなく動物や植物の生や死を、食というものを通
して見直すことができるのではないかと。それは、まことに仏教系の大学にふさわしく、龍谷大学
にしかできないことではないかと。 
 農学の面白さは、生物系のテクニックを駆使する学問の面白さだけではなく、食を通じて現代人
のすべてに、食と命についての問いかけをする学問の面白さではないか。それを根底にバイオ・テ
クノロジーそのものをよく考え、人間の幸福に資する学問へとすべきではないかと。これは、日本
だけではなく世界全体にも貢献できる学問分野ではないかと考えました。 
 しかし、各学部からはさまざまな意見が出てきました。「農」学部という名前で、本当に学生が
集まるのだろうか、あるいは隣接する学部では、受験生が取られるのではないかという心配もあっ
たようです。わたしは、理工学部と農学部では大きく異なっているし、受験生もすみ分けできるだ
ろうことを、また経済学部や経営学部とは、そもそも受験生の枠組みが異なっているのではないか
と、説明いたしました。 

また、国公立大学の受験生からは、私立大学の農学部の併願校が少なくて、困っていることも 
知っていました。いい教授陣に集まってもらえれば、国公立の受験生も取り込むことができると考
えていました。 
 そして、この理念を実現するために、4 つの学科と、それをうまく組み合わせたシラバスの体系
が必要だと考えました。 
 

 学科の編成を考える時も、食と農を一貫して考えられる学科編成にしたいと考えました。まず、
農作物の生産を主として扱う「生物資源科学科」、生命現象の基本を探求する「植物生命科学科」、
農産物の流通・卸し・販売を研究する「食料・農業システム学科」、できてきた農産物を調理し、
食品と栄養の研究をする「食品栄養学科」の 4 学科です。 
 それでは、今度はどうやってこれら 4 つの学科の融合を図るかが問題になります。 
 わたしは、他の先駆的に着任した教員と図って、4 学科共通の実習や授業を行ってみることにし
ました。 
 特に、一回生の初めから、「農学概論」と「食と農の倫理」という学科目を配置し、食と農を通
じて農学部で何を学ぶかを考えてもらうことにしました。 

次に実習です。農学部のいいところは、現場に出て、土に触れ、人に触れ、畑を耕し、作物の収
穫を実感するところにあると、考えていました。そのため「食と農の循環実習Ⅰ・Ⅱ」という科目
を設定し、新入生全員の必修科目としました。 
 畑地に出向いてのフィールド実習は、学生自身にとって農学部生としての実感と自覚を養いま 
す。しかし、全国の大学を見渡しても、農作業の実習を一回生全員が行うというところは、ほとん
どないに等しかったのです。おそらく、多くの大学では、農学部実習の必要性と有効性を自覚して
いますが、実際に行うには教員の人手が足りません。そのため、農学科などの特定の学科の学生の

2. 学科の編成、シラバスの体系、教員の公募 
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みが参加できるというのが実態です。しかし、龍谷大学農学部では、新入生全員が参加するように
構想しました。それでは、なぜこのような実習を課したのか。最大の理由は、4 学科の学生が融合
できる機会を与えるためでした。大学の学生時代に知り合った友人とは、人生を通じて交友関係が
保たれる場合があります。4 学科の学生が専門課程に進み、互いの研究内容を知らないものとして
乖離してしまう前に、学科の枠組みを超えて、共同で農作業を体験することが、専門課程に進学後
も友人関係を作り、あるいは他の学科の内容に興味を持たせる機会になると、考えたからです。先
駆的で独自の試みです。しかし、そのために教員側の負担は多くなります。4 学科全員の学生に対
応するためには、4 学科の教員が少なくとも計 20 人は参加せざるを得ません。1年間であれば、40
人の教員の参加が必要となってきます。しかも、自分の専門以外の内容を、専門の先生を手伝いな
がら学生のケアをする必要があります。この大変な役割を、農学部早々の先生方は、担っていただ
いたことになります。 
 この試みは、実際には、かなり有効に働いたようです。卒業生にアンケートをとったところ、一
回生・二回生で体験した食と農の循環実習が、大変ユニークで興味がもてたし、この時代に学科を
超えた友人ができたと答えてくれた卒業生が、多数いました。結果的に、大成功だったようです。 
 

 龍谷大学は、人文・社会系の学部が多い大学です。農学部は、人文・社会系の学科と理系の学科
が融合しているところに、特徴があります。しかし、このことを実感してもらえるのは、並大抵の
ことではありませんでした。まず、理系の学部にとっては当たり前のことでも、文系の学部にとっ
ては理解しにくいことの一つに、ラボ（実験室、研究室）の運営があります。わたし自身も、もと
もとは文系の学科の出身だったため、ラボの運営がどれほど大変かに気がついていませんでした。
文系の場合は、多少の文房具と本があれば、明日からでも研究室の運営は可能です。しかし、理系
の場合のラボは、まさに言葉どおりのラボラトリーで、実験器具も薬品類も、前から始動させてお
かなければ、突然開始できるものではありません。 
 このためには、多くの教員が自らのラボを運営できるように、自主的に実験室に詰めてもらい、
実験器具や実験材料の運用を行ってもらう必要がありました。最初に赴任していただいた先生方に
は、こうした自主的な運営を担っていただくことで、新入生が入ってきた時には、スムーズな運営
が可能になりました。 
 逆に、理系の先生方と文系の先生方との間には、論文に関して埋めがたい溝も存在しました。た
とえば龍谷大学では、学部ごとに研究紀要が発刊されています。わたし自身も、当然そのような研
究発表誌は必要だということで農学部の研究紀要を創ったのですが、理系の先生方の中には、紀要
の必要性を感じられていない方も少なくありませんでした。要は、論文を発表するのならば、英語 
で学会誌に載せることが重要だと考えておられたようです。もちろん、英語の論文を学会誌や、海
外のジャーナルに載せることも重要ですが、大学の学部というのは、自分たちの発表手段というも
のを常に持っておかねばならないし、それが学問の自由やこれまでの発展にいかに寄与していたか
を、わたし自身はよく知っていたからです。この点に関しては、深草や大宮の学舎の先生方との意
見は一致していましたが、なかなか農学部の理系の先生方からは、支持されなかったのが残念です。
ただ、農学部にも食料農業システム学科のように、人文・社会系の先生方がおられたので、なんと
か紀要の存続はできたようです。本当は、英語の論文を発表するとともに、日本語でも論考（エッ
セイ）を投稿できるようになってもらえる理系の先生が増えることを望んでやみません。 
 実際の問題に照らして辿ってみれば、このように理系と文系の溝は、存在しないわけではありま
せん。しかし、わたしは当初から、理系と文系という枠組みを取り壊すところから農学部の創立を
考えていました。カリキュラムもそうですが、入試の段階でも理系からも文系からも受験できるよ
うにしたいと考えました。また、卒業後は、理系の就職口だけでなく、商社や運輸、流通、卸し、
販売といったいわゆる文系の就職口も考えていたからです。 
 
 

3. 人文社会科学と自然科学との架橋 
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新学部創設にあたって、経済界の人々にも積極的に会いに行って、話をする機会を得ていました。
その場合、農学部であっても、農業だけでなく、運輸、流通、小売りの市場にぜひ参画してほしい
という経済界の人々が少なくありませんでした。特に、生産から流通、販売にいたるフードシステ
ムを理解している学生が欲しいとも言われました。わたしは、当初学部の受験生の父兄に話をする
場合、受験科目やカリキュラム、教員の質や実習に関しては、自信をもって説明できていましたが、
父兄から「就職はどうなりますか。」と問われた時には、自信をもって答えることができませんで
した。まだ、一人の卒業生も出していなかったからです。そして「大丈夫ですよ。かならず社会が
必要としますから。」と述べていました。また、「農学部を出たことは、かならずしも農家となるこ
とではなくて、食と農に関係するさまざまな職業に就くことだ。」と答えていました。ところが、
経済界の人々と話してみると、むしろ世間が思っている以上に、実業界は食と農に関する人材を求
めておられることが分かりました。わたしは、意を強くして四年間の学生指導にあたり、学生たち
の卒業を迎えることになりました。実際にはわたしが考えている以上に、就職率は良好でした。卒
業年度の 1 月の段階では、文科系の各学部よりも上まわって、96％を超えていたくらいです。学生
の就職先に関するアンケートでも、満足度の高い就職口であったようです。また、懸案であった管
理栄養士の国家試験も、食品栄養学科の先生方の献身的な努力の結果、予想を上まわる合格率で、
他校に対しても胸を張れることができました。 

新しい学部の宿命である出口の問題は、結果的にはスムーズに突破できたことになります。就職
に関しては、これからますます本学部の卒業生のような人材は、必要とされる時代に入ってきてい
ると思われます。これからは、単なる就職先としてよりも、より社会や世界に貢献できる人材に 
育ってもらいたいと思っています。 
 今振り返ってみると、龍谷大学農学部を創立することができたのは、時期と経緯、さらに場所と
理念が一体となって、運命に導かれたように実現できたと思っています。現在話題になっているよ
うな「食料問題」、「自然環境問題」、「農業と食料の結びつき」、「生命科学と命の問題」などを先取
りして、学部の旗を掲げることができたのは、まことに幸運だったと思います。これには、当時の
大学執行部の皆様、大学事務局の皆様、また農学部以外の他学部の学部長や先生方のご理解と 
サポートがあって、はじめて実現できたと思います。心から感謝いたします。 
 しかし、いったん完成した農学部も、これからますます解決しなければならない諸問題が、「食
と農」をめぐって出てきます。日本国内だけでなく、地球の人々全体にも貢献できるような学部に
成長していただくとともに、新たな学部の改変にも勇気をもって進んでいただくことを願ってやみ
ません。 
 

4. 出口の問題と今後 
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 理工学部設置準備にむけて 1988 年 5 月に理工学研究所講師として着任した。 
 この事業は、設置委員会によって、教務・研究・施設に大別され着々と進められていたが、龍谷
大学での情報化の嚆矢事例として記憶している。着任すぐの業務は、設置委員会によって分担準備
のすすむ共通部分“情報システム”の基盤設計と導入・運用となった。 

導入・運用準備だけでも通常 1 年以上の作業期間が必要とされるが、学部開設まで 11 ケ月に 
迫った中での慌ただしい日々であったことを思い出す。通常、理工系大学においての共通情報シス
テムとして、教育・研究用計算機を導入し、その運用のための計算機センターを設置する。また、
他大学との共同運用ネットワーク（のち現在の E-mail につながる）の選択・運用が必要となる。 
 これらの共通計算機・共同運用ネットワークを瀬田キャンパスに導入する作業のため、1988 年
5 月深草キャンパス 5 号館に臨時実験室を設置していただき、少数の計算機相互を LAN（Local 
Area Network）接続したシステムを導入した。理工学部の中核建屋となる瀬田キャンパス 1 号館
の建築と並行しての作業となった。 
 

 理工学部共通の教育系情報システムは、当時一般的であった、汎用計算機によるコンピューター
言語教育を採用せず、学生 1 人 1 台占有の計算機による教育方法を採用した。 
 筆者は、龍谷大学着任直前に、米国 MIT（マサチューセッツ工科大学）、CMU（カーネギーメロ
ン大学）を先進事例として視察し、日本への適用可能性を判断した。 

この視察から、一定の計算機パワーと高精細ディスプレイをもつ計算機（当時は、エンジニアリ
ング・ワークステーションと呼ばれていた）を相互接続した大規模なシステムの導入を目論んでい
た。設置委員会での十分な協議を経てのハードウエア準備と並行して、肝心の教育内容の準備を、
利用するエンジニアリング・ワークステーションの運用・利用方法の試行を進めた。コンピュー 
ター言語教育に特化したシステムでなく、語学教育を含む共通教育への適用と、理工学専門領域を
横断する教育にも展開できることを前提に計画していった。 
 国内での計算機支援教育の現状を判断するため、ハードウエア（国内設計・生産のエンジニアリ
ング・ワークステーション）、カリキュラム（専門教育への計算機支援）、コンテンツ（電子教材作
成と CD-ROM 適用）に分けて、1988 年 6 月に関東地方への視察を行った。 
 理工学研究所からは、理工学部長予定者の坂井利之教授と、筆者、設置委員からは、経済学部の
三枝利文教授、設立準備室からは、上野浄丸瀬田教学課長の 4 名が参加した。 

1. 深草・瀬田キャンパスでの理工学部設置準備 理工学研究所 1988 年 

2. 計算機支援の教育・実験 

情報化余談  

理工学部設置準備から 

デジタルアーカイブへ    
 

龍谷大学名誉教授 岡田
お か だ

 至
よし

弘
ひろ

 

 



- 7 - 
 

 国産エンジニアリング・ワークステーションのメーカーとして、ソニー（株）スーパーマイクロ
事業部を訪問し、発売前の製品の説明を受け、社内での応用事例を見学し、大学教育への展開が可
能であることが示されたと考えた。 
 国内の大学への視察は、設置委員の前任校の事例・国立大学計算機教育センターの詳細な資料か
ら十分な情報を得ており実施を見送った。ただ、企業内での技術者への実践的・専門教育について
は、公開情報が少なく、その代表事例として川崎市内の日本電気工業技術短期大学校を訪問し、専
門教育への実際のカリキュラムと実験・講義の紹介を受けた。日本国内に展開する事業所相互を接
続する衛星通信網を駆使しての運用事例を拝見した。 
 コンテンツ開発の実際は、この視察名称（CAI：計算機支援 ソフト開発に伴う実地視察）が示
す、中核課題でもあり、当時の国内での電子教材制作会社のトップランナーであるハイテックラボ・
ジャパン(株)を訪問し、現在の電子教材作成方法と異なることが少ない方法での CD ベースの教材
展開を視察した。 
 この視察から伺えることは、ハードウエア・コンテンツとも、標準的な方法（インタフェース・
規格・電子教材の形式）が乏しく、かつ相互接続（ネットワーク）の実現に、大きな予算化が必要
であることであった。視察後、これらの課題解決に向けての作業に追われたことを思い出す。 
 
 ＊1989 年 4 月開学時 1 回生計算機教育では、教材はオンライン教材のみとし（CD 作成時間足
らず）、多くの 1 回生担当教員の協力を得て、電子教材化を終えた。 
 

理工学部設置段階の慌ただしい準備をへて、理工学部 1 期生も 2 回生を終了し、3 回生からの専
門教育を迎える段階で、理工学部計算機支援教育も一定の評価が可能な段階になった。当時の京都
新聞（1991 年 3 月 10 日）に、“知のキャンパス”を主題とする稿を起こした。 

以下 引用抜粋 
リテラシーという言葉があります。直訳すれば「読み書きの能力」とでもいうのでしょうか。

情報をいかに活用していくかーコンピューター・リテラシーの教育が始まっています。従来の
コンピューター教育は、「コンピューターの操作・プログラミングに主眼が置かれていました。
しかし、最近の情報洪水の中で、自らが必要とする情報の抽出や、情報の積極的活用などの行
為は、極めて複雑かつ困難になっています。単にコンピューター操作ができるだけでなく、情
報の入手・検索・整理の道具としてコンピューターを用いて「情報の積極的活用」が図られる
ならば、情報洪水の海をうまく泳ぎ切る手段になるのではないでしょうか。 

従来のキャンパスでは、特定の学科、学部、職種ごとに、教育や図書、メールなどでコン 
ピューターを利用してきました。しかし、情報環境という普遍的な場を設定するとすれば、教
育面では全学生対象のコンピューター・リテラシー教育を実践していくことになります。また、
研究・専門教育面では、教職員対象のキャンパス内 OA（オフィスオートメーション）LA（ラ
ボラトリーオートメーション）を構築していくことになります。ここにおいて情報活用の場と
してのキャンパス、つまり「知のキャンパス」が位置づけられることになります。統合的な情
報環境は、キャンパス内でなく、高度情報化社会が進めている情報化の成果を融合し、情報資
源のアクセス・活用の許容や、また任意の地点からの利用をも可能にすることを意味していま
す。（中略） 

龍谷大学理工学部では、統合的な情報環境「RINS」が構築され、コンピューター・リテラ 
シー教育の実践が進められています。RINS は、学生・教職員 1 人につき 1 台の割合で、大型
コンピューターなみの処理能力を持つコンピューターが割り当てられます。グラフィカルな画
面上で、紙芝居のように必要なテキストやマニュアルなどを見ることができます。同時に他の
情報資源への任意のアクセス（内外の電子メールやデータベース利用、または通常のプログラ
ミングなど）が誰でも可能となっています。「知のキャンパス」に向けた努力は、現在多くの
キャンパスでなされています。 

 
その後、龍谷大学では、瀬田キャンパス全体の情報化（理工・社会学部、図書館、庶務部）に向
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かい、90 年代半ばには、3 キャンパスを統合するキャンパスネットワークに向けて、まずは、教育 
用ネットワークの統合化を終えた。2000 年には、教育・研究・図書館・業務系を包括する総合 
ネットワークへと発展していったことは、多くの教職員の理解があって初めて実現できたことを今
さらながら痛感している。 
 

 科学技術振興大規模連携研究のもとで、“自己組織型情報ベースシステムの構築に関する研究”
（科学技術庁）を、1991 年から 94 年まで進めた。龍谷大学坂井利之学部長を研究代表に、情報の
資源化方式・自己組織型情報ベースシステム基盤技術・高度利用に分担し産官学の共同研究体制と
なった。参加大学は、東京大・筑波大・神戸大・北海道大、そして龍谷大、研究機関として、日本
科学技術情報センター・通産省・理研ほか、多くの民間企業研究所が参加した研究プロジェクトで
あった。当方は、この中での１テーマ “マルチメディア自己組織化データシステム” 部門責任：
小淵洋一教授の研究を担い、94 年度のマルチメディアデータシステムの実装事例として、大谷探
検隊将来資料データベースを構築していった。この時点では、大宮図書館での探検隊資料のデジタ
ル化（CD データ）を借用してのシステム化が極めて迅速に進められた。このプロジェクトと並行
して進められていた、池田重良図書館長の下での“古典籍調査専門委員会”による調査報告のデジタ
ルアーカイブ化に結実していくことになる。 
 
 ＊この当時の研究成果 大谷探検隊将来資料のデジタル化は、2001 年開設の、古典籍デジタル
アーカイブ研究センター（コンテンツ研究：入澤崇教授代表、科学分析：江南和幸教授代表）へと
繋がり、国際共同研究 IDP（敦煌研究プロジェクト）への参画（代表：三谷真澄教授）に発展して
いる。 
 ＊1990 年代の古典籍調査専門員会では、自然科学系の古典籍に新たな調査が進められ、舎密開
宗や、和算書、そして本草書の再評価が自然科学系研究者からなされた。本草の研究は、2009 年
11 月、杏雨書屋において上山大峻名誉教授による“本草集注序録”の展観・研究発表が行われた。
2022 年 11 月、その後の“本草集注序録”の研究進捗と IDP および新たなデジタルアーカイブへの
展開として発表された。 
  

 1991 年からの情報の資源化方式・自己組織型情報ベースシステム基盤技術・高度利用の研究は、
文部科学省の研究高度化プロジェクト：ハイテクリサーチセンター（HRC）およびアカデミックフ
ロンティアセンター（AFC）に引き継がれ、当初の実験的パイロットシステムから、実際的応用プ
ロジェクトに発展していく。 
 1999 年 3 月には、西本願寺白書院内の杉戸絵のデジタル修復（静止画）を NHK 特集「絢爛た
る桃山の美」と題して、成果公開がなされ、その後、西本願寺の修復事業への高度利用として、御
影堂大修復の中での内陣・障壁画の VR 復元を完成させ、その映像表現を NHK 特集でも広く公開
していくこととなる。 
 2000 年からは、大谷探検隊 100 周年記念事業の１つとして、西域、トルファン郊外のベゼクリ
ク石窟寺院の復元が文学部百濟康義教授を中心とした復元プロジェクトが開始された。2000 年当
時、復元対象のベゼクリク第 20 号窟の壁画資料は、大宮図書館所蔵の大型図版しかなく、同図版
の撮影と、高精細デジタルデータ化から開始した。この作業のため、当時先端の建物図面専用の大
判スキャナーを、市内設計事務所で借用した。現在は、大判デジタルカメラや、大判スキャナー利
用は、普通に利活用可能であるが、当時の図面専用スキャナーでは、形状精度十分、色彩精度不十
分で、色彩復元のために得られた、西本願寺デジタル修復の手法が極めて有効となった。 
 
 ＊この復元は、陶板画により永続保存可能な形態とした。高精細デジタルデータは、陶板への釉
薬による色彩復元と欠落部分の特定のため文学・理工学部の多くのゼミ生の協力により完成した。 

3. 情報ベースシステムによるデジタルアーカイブ 1991 年～ 

4. マルチメディア・デジタルアーカイブ高度利用へ 1994 年～ 
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 ＊2006 年 1 月には、大宮図書館改修を記念して、陶板 2 面（ディーパンカラ佛授記、舟上の佛
と隊商主）が、図書館ロビーに設置された。 
 
 2005 年 2 月には、同ベゼクリク石窟寺院の復元を、上記大型図版のデータだけでなく、ドイツ、
インド、ロシア、東京国立博物館に収蔵されている壁画断片の撮影と、国内外の研究者所蔵の写真・
図版を、NHK 新シルクロード取材班の尽力により得られた。特に現在の中国・ベゼクリク石窟寺
院の撮影では、モデル設計段階の高精細・色彩映像カメラを現地に持ち込み、極めて精細な色彩 
データを得ることができた。 
 この復元では、静止画による復元だけでなく、CG 復元と映像生成までを、Hi-vision（現在の
HD・２K 放送）で放映された。（新シルクロード 第 2 集 トルファン 灼熱の大画廊） 
 
 ＊陶板画復元同様、入澤崇教授、文学部ゼミ生、多くの AFC 研究員そして、NHK および協力企
業の奮迅努力により、放映までの限られた期間内での事業となった。 
 ＊当時の復元成果は、４K 映像にアップデートされ、龍谷ミュージアム４K シアターに活用され
ている。同ミュージアムのベゼクリク回廊復元（実物大・色彩復元）では、間接照明による、より
彩色・表面凹凸表現をめざした石窟復元となっている。 
 

 古典籍・文化財デジタルアーカイブ研究センター（DARC）の研究プロジェクトの成果として、
“黒澤明デジタルアーカイブ”がある。映画・映像主体のアーカイブと異なり、最終成果としての映
像作品を従とし、主役は、作成する過程そのものとした。前年までの、石窟寺院復元同様、入手可
能な資料すべてのデジタルアーカイブ化と、映画の主題となる、台本・シナリオ（途中改訂すべて）
を中心とした情報ベースを念頭に置いた。さらに、創作ノート・メモ、絵コンテ、およびスチール
写真を加え、監督個人の完全に近いデジタルアーカイブとした。コンテンツ提供側の黒澤プロダク
ションの全面協力のもと、映像・データ解析専用コンピューターメーカー日本 SGI（SGI 社：スー
パーコンピューター・高性能 CG メーカー、日本では、当時、コンピューティング＋コンテンツ事
業の積極展開）と、大学との共同研究を進めた。 
 
 2014 年 8 月末、瀬田キャンパス樹心館壁面をキャンバスとするプロジェクションマッピングを
おこなった。一般公開による、映像作品公開であり、学部生倉知・大塚さんを中心に “龍谷大学図
書館 1885 年から現在まで”をテーマに、図書館の変遷の歴史と大谷探検隊の紹介を表現した。 
 2015 年 3 月には、プロジェクションマッピングの成果をもとに、東京築地本願寺の正面を投影
スクリーンとする高度応用を試みた。築地本願寺の正面とは、粗面の壁面と、奥行き 20ｍ以上あ
る、凹凸形状のスクリーンへの投影となり、多くの高輝度プロジェクターの多方向投影となる実験
的映像表現となった。主題は、現在の築地本願寺と大谷探検隊とし、映像と連携する楽音（パイプ
オルガン創作）との連動により、大きな反響をよんだものとなった。プロジェクターメーカー、築
地本願寺、映像音響機器のシステム設計会社、龍谷大学東京オフィスの協力により成し得たものと
考えている。 
 
 HRC,AFC,DARC,龍谷ミュージアム,理工学部・先端理工学部,情報メディアセンターでの“情報
化”の研究・業務に参画できたこと、多くの学内関係者のおかげと感謝するものである。 
 

5. コンテンツ中心の高度利用へ 2006 年～ 
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京
都 

恵※ 

眼 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
州 

巧※ 

阿 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊
前 

祖※ 

農 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

越
中 

興※ 

隆 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

越
中 

奏※ 

天 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
  
 
 
     

越
中 

流※ 

昇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

在
寮
耆※ 

年 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

筑
前 

大※ 

襲 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

豊
前 

崇※ 

信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

越
中 

入※ 

蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
州 

義※ 

教 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

和
州 

昇※ 

道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

私
共
義 

為
修
学
安
居
結※ 

夏
仕
、
当
夏
者
最
早
本
副
御
両
講
拝
聴
仕
候
段
難
有
奉

存
候
。
然
処
兼※ 

学
之
儀
者
一
向
聴
講
も
難
致
、
他
家
之
法
相
等
曽
而
及

申
悪
育
之
至
甚
歎
ヶ
敷
次
第
ニ
御
座
候
。
右
ニ
付
同
志
之
者
共
為
兼
学
、

或
借
小
房
致
発
起
、
或
走
他
上
費
身
財
候
者
も
御
座
候
。
然
ニ
貧
学
之

私
共
不
能
其
儀
候
段
御
賢
察
被
成
下
、
何
卒
以
御
慈
愛
於
大
講
堂
年
々

他※ 

家
之
書
壱
部
通
講
御
座
候
様
、
偏
ニ
奉
願
上
候
。
右
願
之
通
御
許
容

被
成
下
候
ハ
ヽ
難
有
仕
合
可
奉
存
候
。
以
上
。 

 
 
 
 

戌
七
月 

学
林 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

御
役
所 

 

七
月
十
七
日 

一
学
林
耆
年
・
中
座
ゟ
差
出
候
夏
中
於
講
堂
他
部
之
書
講
釈
有
之
度
願
書
、 

御
用
僧
炤※ 

善
寺
へ
相
渡
し
勘
考
申
付
。 

 

同
日 

一
来
夏
学
林
代
講
書
之
義
、
僧
朗
願
之
通
更
ニ
改
而
観
無
量
寿
経
と
被 

 

仰
出
、
其
段
左
之
通
以
端
書
奉
書

半
切

御
用
掛
左
司
馬
江
相
達
。 

 

七
月
十
四
日 

一
過
日
差
出
し
候
所
化
選※ 

挙
殿※ 

試
筆
記
、
御
用
僧
興※ 

元
寺
江
相
渡
。 

一
学
林
所
化
殿
試
之
論
題
申
達
候
者
御
用
僧
ゟ
致
し
候
義
ニ
而
、
猶
其
上 

弥
右
之
通
ニ
而
宜
敷
与
申
節
、
選
挙
被
仰
渡
之
前
一
応
御
用
僧
ゟ
右
筆

記
を
以
亀
鑑
与
致
し
候
義
ニ
而
者
無
之
、
弥
此
上
学
問
出
精
可
致
旨
申

達
候
義
ニ
候
所
、
右
両
様
共
此
度
者
其
次
第
不
相
立
候
旨
申
出
候
ニ
付
、

其
段
御
用
懸
り 

 

江
申
達
。 

 

七
月
十
七八

日 

一
学
林
耆
年
・
中
座
ゟ
差
出
候
夏
中
本
講
副
講
之
内
多
部

 
 

（
他
ヵ
）

之
書
講
釈
之
義
、 

右
趣
意
者
随
分
尤
之
様
ニ
有
之
候
得
共
、
何
分
右
連
印
願
人
﨟
満
・
上

座
之
者
無
之
、
且
看
護
よ
り
願
と
申
義
無
之
、
先
超
越
之
次
第
ニ
も
相

成
候
旨
如
何
之
旨
御
用
僧
ゟ
申
出
候
ニ
付
、
尤
之
趣
意
故
、
先
願
意
之

義
ハ
差
置
、
例
年
於
講
堂
為
読
聞
候
御
修
目
ニ
も
三
人
以
上
之
願
者
御

取
上
無
之
、
尤
﨟
満
上

ニ

 

（
座
脱
ヵ
）

而
可
否
示
談
之
上
願
出
候
様
之
義
ニ
致
違

背
之
次
第
、
此
度
之
願
ハ
強
而
差
支
ハ
無
之
候
得
共
、
後
々
強
訴
ヶ
間

敷
義
多
人
数
願
出
候
節
之
差
支
ニ
相
成
候
間
、
其
趣
意
ヲ
以
可
申
達
旨

ニ
而
願
書
御
用
掛
り
左
司
馬
江
差
下
ス
。 

 

七
月
廿
日 

一
先
日
学
林
所
化
耆
年
・
中
座
ゟ
相
願
候
本
副
両
講
之
内
他
部
講
釈
之
義
、 

 
一
統
之
願
ニ
而
無
之
候
ハ
而
ハ
如
何
之
旨
申
聞
、
御
用
掛
り
よ
り
相
下 

ケ
候
処
、
段
々
示
談
有
之
、
元
来
願
意
之
他
部
之
義
右
両
講
者
思
召
ニ

寿
元 

不
詳
。 

顕
性 
不
詳
。 

恵
明 

不
詳
。 

亮
恵 

不
詳
。 

謙
忍 

の
ち
阿
波

国
圓
徳
寺
住
。 

恵
眼 

不
詳
。 

巧
阿 

『
史
報
』
二

十
一
号
頭
注
参
照
。 

祖
農 

不
詳
。 

興
隆 

『
史
報
』
十

一
号
頭
注
参
照
。 

奏
天 

不
詳
。 

流
昇 

不
詳
。 

耆
年 

『
史
報
』
十

三
号
頭
注
参
照
。 

大
襲 

不
詳
。 

崇
信 

不
詳
。 

入
蔵 

不
詳
。 

義
教 

不
詳
。 

昇
道 

不
詳
。 

結
夏 

『
史
報
』
一

号
頭
注
参
照
。 

兼
学 

『
史
報
』
十

三
号
解
説
参
照
。 

他
家
之
書→

補
注

① 

   

炤
善
寺 

『
史
報
』

十
四
号
頭
注
参
照
。 

     

選
挙 

『
史
報
』
十

二
号
補
注
①
参
照
。 

殿
試 

『
史
報
』
十

三
号
解
説
参
照
。 

興
元
寺 

『
史
報
』

二
号
頭
注
参
照
。 

      



III 

 

而
講
書
被
仰
出
候
事
故
、
若
本
人
不
得
手
之
書
被
仰
出
候
時
者
差
支
、

尚
亦
聴
衆
も
他
部
之
義
故
、
望
ニ
無
之
書
ニ
候
得
者
聴
講
之
者
無
之
様

相
成
候
而
ハ
不
都
合
之
由
ニ
而
、
示
談
決
着
之
上
、
右
願
者
相
止
候
旨
左

司
馬
申
出
。 

 
七
月
廿
日 

一
願
書 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

因
州
気
多
郡
鹿
野
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

光
輪
寺
住 

無
蓋
義 

 

文
化
十
五
戊
寅
夏
懸
席
仕
、
其
後
八
夏
迄
続
席
仕
候
処
、
心
得
違
ゟ
他 

之
邪
説
ニ
取
惑
ひ
罷
有
候
趣
達
御
聴
御
糺
之
上
、
御
咎
蒙
奉
懸
御
苦
労

段
恐
入
悔
千
非
候
事
ニ
御
座
候
、
然
所
其
後
御
慈
悲
之
御
沙
汰
を
以
、

深
重
之
御
教
諭
被
成
下
、
且
林
中
江
御
預
ニ
相
成
厚
預
御
教
示
追
々
御

正
意
ニ
本
附
、
既
ニ
三
ヶ
年
前
再
入
懸
席
御
免
ニ
相
成
、
其
後
修
学
出

精
仕
罷
有
候
。
尤
当
夏
為
三
夏
続
席
上
京
仕
候
ニ
付
、
拙
僧
共
法
門
研

究
仕
候
処
、
御
安
心
者
勿
論
御
相
承
之
御
宗
意
粗
相
弁
候
。
尚
又
国
学

等
も
聊
心
得
居
申
候
得
者
、
初
心
引
立
ニ
も
可
相
成
人
体
ニ
存
候
間
、

何
卒
格
別
之
思
召
を
以
、
右
無
蓋
義
復
席
御
免
被
仰
付
被
下
候
ハ
ヽ
、

本
人
者
勿
論
我
々
於
而
も
如
何
計
歟
難
有
仕
合
存
候
間
、
何
卒
右
願
之

趣
宜
御
取
成
被
下
度
偏
ニ
奉
願
上
候
。
以
上
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
座
新
隷
惣
代 

 
 

 
 

天
保
九
戊
戌
年 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

肥
後 
円※ 

悟 

 
 
 
 
 

七
月 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
座
惣
代 

 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

越
中 

流
昇 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

耆
年
惣
代 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

入
蔵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
座
惣
代 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
向 

黙※ 

了 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
  
 
 
   

﨟
満
惣
代 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
内 

龍
暁 

 
 
 
 

学
林 

 
 
 
 
 

御
役
所 

 
 
 

七
月
廿
四
日 

一
茶
地
金
襴
輪
ケ
サ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

越
中 

巧※ 

便 

 

勧※ 

学
被
仰
付
候
ニ
付
被
下
之
。
御
用
掛
り
洪※ 

蔵
江
相
渡
。 

 

同
日 

一
藍
染
松
茶
輪
袈
裟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

越
後 

恵
麟 

 

司
教
被
仰
付
候
ニ
付
例
之
通
り
被
下
之
。
右
同
断
相
渡
之
。 

 

同
日 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

石
州
稲
用
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浄
土
寺 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

唯
浄 

    

司
教
職
被
仰
付
有
之
。 

 

去
ル
六
月
廿
日
往
生
之
旨
林
門
ゟ
書
附
を
以
届
出
候
旨
ニ
而
、
御
用
懸 

り
下
役
洪
蔵
ゟ
差
出
。 

 

同
日 

一
因
州
光
輪
寺
新
無
蓋
懸
席
之
次
第
、
御
用
懸
り
ゟ
学
林
為
調
候
所
別
紙 

之
通
り
看
護
ゟ
書
付
差
出
ス
。 

 
 
 
 

乍
恐
口
上
書 

 

因
州
無
蓋
義
懸
続
席
等
之
義
御
尋
ニ
付
申
上
候
。 

 
 
 
 
 
 
 

因
州
気
多
郡
鹿
野
光
輪
寺
新 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無
蓋 

 
 

初
入 

 
 

文
化
十
九
戊
寅
夏
懸
席
六
十
壱
番
ニ
而 

 
 

文
政
八
乙
酉
迄
無
滞
続
席
仕
候
。 

 
右
相
改
申
候
所
相
違
無
御
座
候
。
尤
同
人
廃
席
之
義
ニ
付
而
者
、
学
林 

                    

円
悟 

肥
後
国
広

福
寺
。 

    

黙
了 

『
史
報
』
十

六
号
頭
注
参
照
。 

   

巧
便 

『
史
報
』
十

八
号
頭
注
参
照
。 

勧
学 

『
史
報
』
二

号
補
注
⑤
参
照
。 

洪
蔵 

『
史
報
』
十

二
号
頭
注
参
照
。 

                   



IV 

 

江
者
一
向
御
沙
汰
無
之
趣
ニ
相
見
申
、
依
之
万※ 

亀
鑑
ニ
無
蓋
一
条
聊
も

記
し
無
候
。
已
上
。 

 
 
 

戌
七
月
廿
四
日 

 

学
林 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

看
護
所 

 
 
 
 

御
用
懸 

 
 
 
 
 
 

御
役
人
衆
中 

 

七
月
廿
五
日 

一
金
弐
百
疋 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

越
後 

正
念
寺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

恵
麟 

 

右
学
階
転
進
ニ
付
、
為
冥
加
献
上
之
。
頼※ 

母
謁
。 

 

同
日 

一
美
濃
岐
阜
御
坊
江
為
講
釈
巧
便
御
差
向
之
達
書
二
通
り
、
黒※ 

野
共
幷
輪 

番
江
之
達
書
且
勘
定
肝
煎
等
ゟ
申
登
候
輪
番
且
黒
野
光※ 

順
寺
江
之
書
状

幷
勘
定
肝
煎
江
之
書
状
、
御
用
掛
り
洪
蔵
江
相
渡
、
巧
便
持
参
致
し
候

様
申
達
。 

一
右
御
差
向
有
之
候
巧
便
義
、
久
々
在
京
ニ
付
早
々
帰
国
致
し
度
旨
御
用 

懸
り
洪
蔵
ゟ
申
出
候
ニ
付
、
外
御
用
向
之
義
ニ
而
者
無
之
候
間
不
及
復

命
義
故
、
勝
手
次
第
可
致
帰
国
旨
申
達
。 

一 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

越
後
姫
河
原 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

正
念
寺 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

恵
麟 

勢
州
講
釈
相
済
、
直
様
致
帰
国
度
旨
御
用
掛
江
申
出
候
ニ
付
、
学
林
造

営
掛
之
義
差
支
無
之
哉
相
尋
候
処
、
右
者
慶※ 

恩
・
大※ 

愍
等
引
請
居
候
旨
、

御
用
懸
長※ 

左
衛
門
ゟ
申
出
承
り
置
候
事
。 

 

七
月
廿
七
日 

一
紀
州
鷺
森
御
坊
講
釈
之
義
普※ 

天
江
被
仰
付
有
之
候
所
、
所※ 

化
橋
下
一
件 

ニ
付
、
当
夏
之
知
事
名
前
尋
有
之
候
ニ
付
、
何
時
呼
来
候
哉
難
計
候
間
、

然
而
急
ニ
御
差
下
し
難
相
成
旨
申
遣
し
候
所
、
代
り
人
体
御
差
下
之
義

申
来
候
ニ
付
、
年
預
勧
学
僧
朗
御
差
向
之
義
申
達
御
請
申
上
候
旨
、
御

用
掛
り
長
左
衛
門
申
出
候
間
、
其
上
申
上
候
而
左
之
通
り
輪
番
正※ 

定
寺

江
申
遣
。 

 
 

右
正
定
寺
之
書
状
者
紀
州
帳
面
ニ
記
有
之
。 

 

七
月
廿
九
日 

一
普
天
紀
州
鷺
森
御
坊
講
釈
止
ニ
付
、
達
書
返
上
之
趣
ニ
而
御
用
掛
り
長 

左
衛
門
ゟ
差
出
ス
。 

 

八
月
三
日 

一 

御
用
掛
り
伺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

助
教
摂
州
源
光
寺 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

普
天 

同
人
司
教
選
之
義
当
時
在
寮
勧
学
・
司
教
中
ゟ
別
紙
之
通
申
出
候
ニ
奉

伺
。 

 
 
 
 

封
中
を
以
奉
言
上
候
。 

一
石
州
唯
浄
義
死
去
仕
候
由
届
来
申
候
。
依
之
司
教
壱
人
欠
減
仕
候
ニ
付
、 

定
而
助
教
之
内
ゟ
壱
人
御
選
挙
可
被
為
在
、
就
右
当
時
助
教
之
内
ニ
而

ハ
、
摂
州
源
光
寺
普
天
義
法
﨟
籍
数
も
長
し
、
且
学
業
習
熟
仕
別
而
於

御
宗
意
年
来
切
瑳
之
功
ヲ
積
行
状
底
意
共
、
鄙
劣
之
振
舞
無
之
者
ニ
御

座
候
。
仮
令
御
選
挙
被
仰
付
候
而
も
可
然
仁
体
与
奉
存
候
。
此
段
乍
恐

封
書
を
以
奉
言
上
候
。
以
上
。 

 
 

戌
七
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
預
勧
学 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

僧
朗
判 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

勧
学 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

功
便
同 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

司
教 

 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

慶
恩
同 

万
亀
鑑 

学
林
に

伝
え
ら
れ
た
、
知

事
・
看
護
の
執
務 

マ
ニ
ュ
ア
ル
。
学
林

の
年
中
行
事
の
差

配
が
主
な
内
容
。 

    

頼
母 

『
史
報
』
十

九
号
頭
注
参
照
。 

 

黒
野 

黒
野
御
坊

の
こ
と
。 

光
順
寺 

不
詳
。 

        

慶
恩 

『
史
報
』
一

号
頭
注
参
照
。 

大
愍 

『
史
報
』
十

二
号
頭
注
参
照
。 

長
左
衛
門 

『
史 

 

報
』
十
四
号
頭
注
参

照
。 

普
天 

『
史
報
』
十

一
号
頭
注
参
照
。 

所
化
橋
下
一
件 

『
史
報
』
十
九
・
二

十
号
解
説
参
照
。 

正
定
寺 

『
史
報
』

二
十
一
号
頭
注
参

照
。 

  



V 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 
 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

恵
麟
同 

 
 

御
本
山 

 
 
 

御
役
人
中
様 

 
八
月
五
日 

一 
 
 

乍
恐
口
上
書 

 

因
州
無
蓋
儀
懸
続
席
等
之
義
御
尋
申
上
候
。 

 
 
 
 
 
 
 

因
州
気
多
郡
鹿
野
光
輪
寺
新 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

無
蓋 

 
 
 
 

初
入 

 
 
 
 

文
化
十
五
戊
寅
夏
掛
席
六
十
一
番
ニ
而 

文
政
八
乙
酉
迄
無
滞
続
席
仕
候
。 

右
相
改
申
候
処
、
相
違
無
御
座
候
。
尤
同
人
落
席
之
義
ニ
付
、
学
林
ヘ

ハ
一
向
御
沙
汰
無
之
趣
ニ
相
見
申
候
。
依
之
万
亀
鑑
ニ
無
違
一

 

（

蓋

）

 

条
聊
も

記
し
無
之
候
。
以
上
。 

 
 
 

戌
七
月
廿
四
日 

 

学
林 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

看
護
所 

 
 
 
 

御
用
掛 

 
 
 
 
 

御
役
人
衆
中 

一
天
保
六
年
閏
七
月
廿
日
御
咎
御
免
在
京
修
学
被
仰
付
之
。
法
談
止
学
林 

入
寮
年
預
勧
学
廓※ 

忍
江
入
門
致
し
候
事
。 

 
 

右
御
用
僧
役
所
ニ
有
之
候
一
件
之
内
。 

一
十
二
年
以
前
文
政
七
申
冬
御
召
捕
町
役
所
御
差
止
掛
り
西※ 

福
寺
・
西※ 

教 

寺
調
。 

一
文
政
八
年
三
月
御
裁
許
老
僧
江
御
預
於
自
坊
蟄
居
。 

一
八
年
以
前
文
政
十
一
年
歟
御
召
状
其
節
老
僧
ハ
脚
気
ニ
付
御
断
。 

一
昨
冬
十
一
月
御
用
僧
光※ 

林
寺
・
願※ 

楽
寺
御
差
向
之
節
、
乍
蔭
御
教
諭
拝 

聴
致
心

 
 

（
改
ヵ
）

致
し
真※ 

宗
寺
幷
西※ 

念
寺
江
老
僧
ゟ
歎
願
。 

 
 
 

右
留
役
所
因
伯
国
分
帳
。 

一
文
政
八
戌
年
三
月
無
蓋
於
国
方
蟄
居
老
僧
江
御
預
被
仰
付
之
。 

 
 
 
 
 
 

右
御
用
僧
役
所
一
件
ニ
有
之
。 

右
復
籍
願
之
義
、
右
者
不
埒
ニ
付
無
拠
落
籍
ニ
相
成
候
事
故
、
外
御
用

向
等
ニ
而
之
訳
与
者
相
違
之
次
第
ニ
付
、
右
願
者
不
相
成
旨
ニ
而
願
書
差

下
候
様
御
用
懸
り
洪
蔵
江
申
達
、
願
書
差
下
同
人
従
来
之
次
第
取
調
候

所
、
右
之
通
り
也
。 

 

八
月
十
九
日 

一
輪
ケ
サ 

壱 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

源
光
寺 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

普
天 

 

司
教
被
仰
付
候
ニ
付
被
下
之
。
御
用
掛
り
洪
蔵
江
相
渡
ス
。 

                 

                     

廓
忍 

『
史
報
』
十

二
号
頭
注
参
照
。 

西
福
寺 

不
詳
。 

西
教
寺 

了
教
ヵ
。

『
史
報
』
十
一
号
頭

注
参
照
。 

光
林
寺 

玄
粛
ヵ
。

『
史
報
』
十
八
号
頭

注
参
照
。 

 

願
楽
寺 

不
詳
。 

真
宗
寺 

不
詳
。 

西
念
寺 

不
詳
。 

 



VI 

 

  

【
補
注
】 

①
他
家
之
書 

 

本
来
学
林
に
お
い
て
は
、
宗
乗
（
真
宗
の
教
義
）
の
研
究
以
外
に
余
乗
（
仏
教
諸
学
）
の
研

究
が
盛
ん
で
あ
り
、
宗
派
を
超
え
て
他
宗
派
の
学
問
も
比
較
的
自
由
に
学
ば
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
安
心
問
題
が
大
き
な
争
点
と
な
っ
た
三
業
惑
乱
以
後
は
、
宗
乗
研
究
が
重
視
さ
れ
、
余
乗

の
研
究
は
「
宗
乗
の
荘
厳
」
の
た
め
と
い
う
目
的
が
よ
り
固
定
化
さ
れ
、
本
山
か
ら
学
林
に
対

し
て
も
余
乗
研
究
を
推
奨
し
な
い
よ
う
に
と
の
触
れ
が
度
々
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

  

【
解
説
】 

 

本
号
掲
載
の
『
学
林
諸
記
』
は
次
の
通
り
で
あ
る
。 

天
保
九
年
七
月
十
二
日
条
は
、
司
教
・
助
教
・
得
業
仰
付
の
記
事
で
あ
る
。 

次
は
、『
学
林
諸
記
』
四
へ
と
移
る
。 

七
月
十
六
日
に
は
、
七
月
十
四
日
の
越
後
僧
朗
よ
り
翌
年
夏
講
演
の
阿
弥
陀
経
を
観
無
量
寿

経
に
変
更
し
た
い
旨
が
内
々
に
相
談
さ
れ
て
い
る
。
同
日
に
は
、
在
寮
の
中
座
・
耆
年
の
所
化

よ
り
安
居
に
お
い
て
、
宗
乗
以
外
の
余
乗
も
講
演
す
る
よ
う
に
願
い
上
げ
が
さ
れ
て
い
る
。 

十
七
日
に
は
、
前
日
の
所
化
の
願
書
が
御
用
僧
へ
渡
さ
れ
る
と
と
も
に
、
僧
朗
か
ら
の
講
書

変
更
の
願
い
出
が
許
さ
れ
て
い
る
。 

十
四
日
に
は
、
殿
試
の
論
題
が
申
達
さ
れ
て
い
る
。 

十
八
日
に
は
、
十
六
日
の
願
い
上
げ
が
、
﨟
満
・
上
座
の
署
名
無
し
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
対

し
て
、
注
意
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

二
十
日
に
は
、
先
日
の
願
書
に
対
し
て
、
却
下
の
旨
の
返
答
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
同
日
に
は
文
化
十
五
年
に
懸
席
し
、
そ
の
後
邪
説
を
主
張
し
た
と
し
て
お
咎
め
を
う
け

た
が
、
許
し
を
え
て
前
年
に
再
び
懸
席
し
た
因
幡
の
無
蓋
の
復
席
の
願
書
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

二
十
四
日
に
は
、
越
中
巧
便
が
勧
学
、
越
後
恵
麟
が
司
教
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
相

応
の
輪
袈
裟
を
下
賜
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
六
月
二
十
日
に
司
教
を
仰
せ
つ
け
ら
れ
た
石
見
唯

浄
が
死
去
し
た
旨
の
報
告
が
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
日
に
は
二
十
日
に
復
席
を
願
い
出
た
無

蓋
に
関
し
て
、
御
用
懸
か
ら
学
林
へ
伺
い
が
出
さ
れ
、
文
化
十
九
年
に
六
十
一
番
で
懸
席
し
、

文
政
八
年
ま
で
続
席
し
て
い
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
願
書
に
記
さ
れ
て
い
た

廃
席
に
関
し
て
は
、
学
林
が
関
与
し
て
お
ら
ず
、
記
録
も
残
っ
て
い
な
い
旨
が
報
告
さ
れ
て
い

る
。 二

十
五
日
に
は
、
越
後
恵
麟
が
金
二
百
疋
を
昇
階
冥
加
と
し
て
献
上
し
て
い
る
。
同
日
に
は
、

美
濃
岐
阜
御
坊
へ
巧
便
を
差
し
遣
わ
す
と
こ
ろ
、
巧
便
が
帰
国
を
希
望
し
て
い
る
た
め
、
帰
国

が
許
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
恵
麟
も
帰
国
を
希
望
し
て
い
る
、
学
林
の
造
営
に
関
し
て
も
慶
恩
・

大
愍
が
残
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
帰
国
が
許
さ
れ
て
い
る
。 

二
十
七
日
に
は
、
紀
州
鷺
森
御
坊
へ
普
天
が
派
遣
さ
れ
る
件
に
つ
い
て
、
橋
の
下
で
狼
藉
を

働
い
た
所
化
達
の
対
応
の
た
め
、
見
合
わ
せ
る
旨
が
輪
番
へ
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

八
月
三
日
に
は
、
前
月
に
唯
浄
が
死
去
し
、
司
教
が
一
人
欠
員
に
な
っ
た
た
め
、
在
寮
の
助

教
の
中
か
ら
普
天
が
選
出
さ
れ
た
旨
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

五
日
に
は
、
二
十
四
日
の
無
蓋
に
関
す
る
情
報
の
追
加
分
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
天
保
六
年

に
廓
忍
へ
入
門
を
す
る
以
前
、
文
政
七
年
に
町
役
所
へ
召
し
捕
ら
れ
、
文
政
八
年
に
老
僧
の
監

視
の
下
自
坊
に
蟄
居
、
文
政
十
一
年
御
召
状
が
あ
っ
た
が
、
老
僧
が
脚
気
に
な
っ
て
い
た
た
め

断
り
、
昨
年
御
用
僧
下
向
の
折
の
御
教
諭
を
受
け
、
老
僧
か
ら
嘆
願
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
教
学
的
問
題
で
の
落
籍
で
あ
っ
た
た
め
、
無
蓋
の
願
書
は
却
下
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
八
月
十
九
日
に
は
、
摂
津
普
天
が
司
教
を
仰
せ
付
け
ら
れ
、
相
応
の
輪
袈
裟
が
下
賜
さ

れ
て
い
る
。 

以
上
が
今
号
掲
載
分
の
内
容
で
あ
る
。 

  
※
本
文
の
翻
刻
・
解
説
は
小
松
正
弥
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
、
頭
注
・
補
注
に
つ
い

て
は
荒
木
洋
太
朗
・
北
村
太
智
（
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）
が
担
当
し
た
。 
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大正 12 年（1923）9 月 1 日に発生した関東大震災から、まもなく 100 年が経とうとしている。本
号表紙の写真は、当室所蔵『大正十二年度雑〈受信・立案〉綴』所収の九条武子・大谷光明の礼状で
ある。武子・光明両名は共に第 21 代明如宗主の子であり、当時は東京に居住していたため共に罹災
者となった。それに伴う本学の「見舞」（詳細は不明）に対しての礼状である。同綴にはさらに、築
地別院（築地本願寺）や東京帝国大学（現：東京大学）をはじめとした関東圏の大学長らの本学宛礼
状も残されており、京都にある本学も、関東大震災とは無関係ではなかったことが窺える。 

本学の震災への対応をみていくと、発生から 2 日後の 9 月 3 日には罹災者の慰問について協議が行
われるなど、早くも積極的な動きがみられる。9 日からは、京都駅に下車する罹災者救護のため学生
が交代で派遣され、その間午前 6 時から午後 11 時に至るまで活動した。11 日には学部生による罹災
者救護活動のため、20 日までの臨時休学が決定されると共に、罹災者に対する義捐金募集の通知が発
せられている。さらに、その後も神戸・東京への学生派遣や、京都駅への追加派遣が行われるなど、
罹災者支援への積極的な姿勢が認められる。罹災した大学の学生の受け入れも実施され、東洋・日本・
明治・中央・専修などの各大学から、本学への転学を希望した学生も確認できる。 

そして本願寺との連携も、本学の震災対応を語る上では欠かせない。前述した学生による救護活動
は、本願寺の救護事業の一環として実施されており、それに伴う慰労金の支給や、さらに罹災学生に
対する学資補助についても、本願寺からの資金援助がなされていた。また、10 月 19 日には本願寺に
おいて震災罹災者追弔会が執り行われており、本学の学生・職員の参加が確認できる。本号表紙の礼
状は、以上のような本学と本願寺との密接な関係を象徴するものといえよう。 

一方、昨年から続くロシアのウクライナ侵攻に伴って、本学では 2022 年 5 月から段階的にウクラ
イナ人学生の受け入れが行われた。震災と戦争という違いはあるが、100 年経った現在においても、
被災者に寄り添う本学の一貫した姿勢が窺える。               （荒木洋太朗） 
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